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住 所 岡山県玉野市木目 1461 番地

TEL 0863-71-0110

URL

経 営 理 念 1．基本的人権の理念
　私たちは、人間同士の関わりが中心となる仕事に就くものとして、愛情と忍耐と使命感
のもと、お互いの人格を尊重し合い、利用者の基本的人権と尊厳が損なわれないようにし
ていきます。
2．共同と連帯の理念
　私たちは、障害者、健常者、家族、地域の共同と連帯を目指し、人としての価値は常に
平等であり、地域の住民という役割を果たせるよう、社会参加実現に向けて支援していき
ます。
3．自立の理念
　私たちは、障害者が一人の人間として地域で生活をするために、個々の目標とニードに
基づき、「自立」に向けて現実的・具体的な生活力がつくよう支援していきます。

事 業 内 容
及 び 定 員

障害者支援施設（生活介護 +施設入所支援）（80名） 1 か所
多機能事業所（生活介護 +就労継続支援 B型）（40名） 1 か所
就労継続支援 A型（14名） 1 か所
就労継続支援 B型（20名） 1 か所
地域活動支援センター（15名） 1 か所
放課後等デイサービス（10名） 1 か所
グループホーム（計 20名） 4 カ所
短期入所事業（8名）障害者支援施設に併設
相談支援事業所
特別養護老人ホーム（29名） 1 か所

収 入
( 法人全体 )
平成26年度決算

①　社会福祉事業 767,289,295 円
②　公益事業 4,084,770 円
③　収益事業 0 円
　　合計 771,338,065 円

職 員 数
（法人全体）

約 159 名（非常勤含む）



238

当 面 す る
経 営 課 題

1．高齢障害者のへの処遇の充実
2．障害者の地域生活の支援
3．高齢化している家族への支援
4．成年後見支援から意思決定支援
5．避難スペースの備蓄品と設備の充実、関係機関や住民との訓練
6．人材確保
7．強度行動障害者への支援強化と虐待防止

取り組みに
着 手 し た
理由、背景

　阪神淡路大震災、東日本大震災等、被災している障害者の避難場所で、健常者のように
大きな集団の中で過ごすことが難しく、避難場所に入ることも出来なかったり入れても追
い出され、避難所を転々とする障害者もいた。
　また、福島第一原発事故の影響で、施設ごと他県に避難せざるを得ない施設もあった。
　近日中に起こると言われている東南海トラフ地震の被害想定が格段にあがり、四国・紀
伊半島名古屋近郊などに重大な被害、影響を及ぼす事が判明し、対策を急ぐことにした。

取り組みの
現 時 点
で の 効 果

　福祉避難所を設置することで大規模な災害時には、近隣の高齢者や障害者を対象に福祉
避難所を開設することとし、避難所内には飲料水や食料品の備蓄している。また、停電に
なった際には 3日間電力供給できる自家発電を設置し、有事の際に備えている。
　東京都中央区が玉野市と姉妹都市でもあり、関東・東海地区の災害に備えた協力と四国
沖で南海トラフ地震が起きた際に、岡山、玉野地域よりも四国地方の甚大な被害が予想さ
れ、避難場所や支援物資の後方支援基地としても期待され始めた。
　また、地域住民からも、避難場所として期待されており、食糧の備蓄（一般の避難所に
は食糧備蓄はない）や移動式の発電機設置を進めたので少し安心感が出ているようである。
　なお当法人の取り組みの結果、県内でも障害者福祉避難所の設置が進んでいる。
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